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紙面より

会場の様子
　

現
在
、
本
学
に
は
、
学
部
生

と
大
学
院
生
を
合
わ
せ
て
約

７
８
０
０
名
の
学
生
が
在
学

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約

３
４
０
名
が
静
岡
県
の
出
身
者

で
あ
る
。
同
県
出
身
の
多
く
の

卒
業
生
が
県
内
外
問
わ
ず
活
躍

を
し
て
い
る
。
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
、
静
岡
県
内
か
ら
新
幹

線
を
利
用
し
通
学
す
る
学
生
も

い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
学
と
静

岡
県
に
は
、
伝
統
的
に
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
。
そ
の
つ
な
が

り
を
よ
り
深
く
、
よ
り
強
固
な

も
の
に
す
る
た
め
に
今
回
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
は
開
か
れ
た
。
な

お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
本
学
が

昨
年
度
よ
り
着
手
し
た
「
東
京

都
市
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
３
０
」
の
柱
の
一
つ
、「
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
講
演
会
だ

け
で
は
な
く
、
本
学
と
静
岡
県

の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
に
、
大
学
と
保
護
者
と
の
連

絡
会
、
進
学
相
談
や
静
岡
県
庁

の
協
力
に
よ
る
就
職
相
談
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
相
談
会
、
大

学
紹
介
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
校
友

会
静
岡
支
部
総
会
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多

く
の
企
画
が
一
堂
に
会
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
本
学
は
こ
れ
ま
で

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回

は
本
学
、
校
友
会
、
講
演
会
の

連
携
に
よ
り
実
現
し
、
長
野
県

上
田
市
で
行
わ
れ
た
「
東
京
都

市
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

上

田
」
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た

企
画
の
実
現
と
な
っ
た
。
静
岡

県
出
身
の
在
学
生
の
保
護
者
約

60

名
や
同
県
出
身
の
在
学
生
、

支
部
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
す

るOB

・OG

と
本
学
関
係
者
だ

け
で
は
な
く
、
一
般
の
皆
さ
ん

や
、
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
、

静
岡
県
に
所
在
す
る
企
業
関
係

者
な
ど
も
多
く
参
加
し
、
多
種

多
様
な
人
々
が
集
ま
り
交
流
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
三
木
学
長
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
特
別
講
師

の
本
学OB

で
あ
り
現
校
友
会

副
会
長
の
原
口
兼
正
さ
ん
（
セ

コ
ム
株
式
会
社
元
代
表
取
締
役

社
長
）
が
「
二
度
の
大
震
災
の

経
験
を
通
し
たBCP

（
事
業
継

続
計
画
）
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
ず
三
木
学
長
は
、「
今
回

は
本
学
と
ゆ
か
り
の
あ
る
静
岡

県
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
え
る
こ
と

が
出
来
て
良
か
っ
た
。
今
回
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
沢
山
の
人
が
応

援
・
協
力
し
て
く
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
各
地
域
で
行
っ
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
た
。
ま
た

話
の
中
で
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

は
「
東
京
都
市
大
学
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
の
一
環

で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
、「
今

後
は
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
卒

業
時
に
、
英
語
で
困
る
こ
と
の

な
い
学
生
を
育
成
す
る
大
学
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
大
学
教
育
に
力
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
学
力
を

向
上
さ
せ
て
世
界
の
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
３
０
０
位
以
内
を
目
指

し
た
い
。
本
学
を
国
際
都
市
東

京
で
存
在
感
を
示
す
有
数
の
私

立
大
学
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
構
想
を
力
強
く
語
っ

た
。

　

特
別
講
師
の
原
口
さ
ん
は
阪

神
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
や

得
た
教
訓
な
ど
を
語
っ
た
。
震

災
後
の
不
安
を
例
に
、
い
つ
切

れ
る
か
分
か
ら
な
い
懐
中
電
灯

で
は
な
く
、
残
り
の
使
用
量
が

目
に
見
え
る
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
や
ガ

ソ
リ
ン
不
足
に
陥
り
や
す
い
事

な
ど
を
述
べ
た
。
最
後
に
は
、

一
般
の
人
が
出
来
る
地
震
対
策

と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
行
く
と
き
に
は
ガ
ソ
リ
ン
を

満
タ
ン
に
し
て
お
く
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
や
地
震
に
よ
っ
て
停

電
が
起
こ
っ
た
と
き
は
電
化
製

品
の
コ
ー
ド
を
抜
く
な
ど
、
今

や
っ
て
お
け
る
こ
と
、
地
震
が

起
こ
っ
た
ら
真
っ
先
に
や
る
べ

き
こ
と
な
ど
具
体
例
を
用
い
て

紹
介
さ
れ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
来
場

者
全
員
に
本
学
の
女
子
学
生

チ
ー
ム
と
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
飲
料

株
式
会
社
が
共
同
開
発
し
た
飲

料
商
品
「
デ
ル
モ
ン
テ　

花

の
つ
ぼ
み　

ロ
ー
ズ
ウ
ォ
ー

タ
ー
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

そ
の
場
で
口
に
し
て
い
る
人
も

数
多
く
い
た
。

東京都市大学フェア in 静岡
～超える、つながる、その夢に。～

　

９
月
５
日
13
時
よ
り
、「
東
京
都
市
大
学
フ
ェ
アin

静
岡
～
超
え
る
、
つ
な

が
る
、そ
の
夢
に
。
～
」が
静
岡
県JR

静
岡
駅
下
車
徒
歩
１
分
に
所
在
す
る「
ホ

テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

講
演
会

　

そ
の
後
、
大
学
と
保
護
者
と

の
連
絡
会
が
開
か
れ
た
。
保
護

者
会
で
は
、
本
学
現
在
の
就
職

率
・
就
職
先
な
ど
就
職
関
係
の

各
展
示
ブ
ー
ス
に

足
を
運
ぶ
参
加
者

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
学
修
に

つ
い
て
の
こ
と
や
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
な
ど
学
生
が
日
々
ど
の

よ
う
な
環
境
で
過
ご
し
て
い
る

の
か
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
連
絡
会
に
参
加
し
た
保
護

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ

ろ
、「
子
供
が
通
っ
て
い
る
大

学
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

子
供
が
良
い
と
こ
ろ
に
就
職
で

き
る
よ
う
に
親
が
出
来
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
し
、
最
低

限
の
フ
ォ
ロ
ー
は
し
た
い
。」

と
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。

　

隣
接
す
る
会
場
で
は
、
進
学

相
談
ほ
か
各
種
相
談
会
、
大
学

紹
介
展
示
の
ブ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
た
。
来
場
し
た
高
校
生
は
本

学
の
就
職
状
況
な
ど
を
本
学
職

員
や
静
岡
県
庁
の
職
員
か
ら
興

味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。
ま

た
ブ
ー
ス
で
は
進
路
相
談
、
就

職
相
談
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
女
子
学
生
の
活
動
を
支
援

す
る
男
女
共
同
参
画
室
に
よ
る

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
２
０
１
５
年

度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
国
際
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（TAP

）

な
ど
の
パ
ネ
ル
が
置
か
れ
、

様
々
な
人
が
足
を
運
び
思
い
思

い
の
質
問
を
し
て
い
た
。

　

校
友
会
静
岡
支
部
の
総
会

で
は
、
本
学
の
静
岡
出
身
の

OB

・OG

の
方
が
多
数
集
ま
り
、

本
学
で
の
学
修
に
つ
い
て
な
ど

大
学
運
営
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　

総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
同
県
出
身
のOB

・OG

の
他
に
、
学
長
、
副
学
長
を
は

じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
が
参

加
。
さ
ら
に
上
述
の
連
絡
会
に

参
加
し
て
い
た
保
護
者
の
皆
さ

ん
も
多
数
参
加
し
た
。
従
来
の

懇
親
会
で
は
、
保
護
者
は
参
加

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
静
岡
県
と

交
流
す
る
」
と
い
う
の
が
大
き

な
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
る

た
め
保
護
者
の
方
々
も
参
加

し
、
大
い
に
交
流
を
深
め
た
。

懇
親
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
ん
で
い
き
、
参
加
し
た

皆
が
心
か
ら
楽
し
そ
う
で
あ
っ

た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
千
野
慎

一
郎
静
岡
支
部
長
は
「
本
当
に

こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
え

る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
沢
山
の
保
護
者
様

が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
交

流
す
る
こ
と
が
出
来
て
感
無
量

で
す
。」
と
目
に
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
語
っ
た
。

　

盛
況
の
う
ち
に
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
は
幕
を
閉
じ
た
が
、「
東

京
都
市
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン2030

」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今
後

も
様
々
な
施
策
を
通
し
て
、
本

学
の
価
値
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
注
目
し

て
い
き
た
い
。

あなたの活動、

取材させてください。
東京都市大学新聞会連絡先

　当会では学内、学外に問わず、
東京都市大学に関連した活動に対
し取材依頼を受け付けておりま
す。
　また、紙面無いように関するお
問い合わせも、以下の連絡先から
お願いいたします。

【WEB コンタクトページ】
http://www.tcu-times.net/contacts

【メールアドレス】
times@tcu.ac.jp


